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能
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第 5回「南房総食材を使った
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「
南
房
総
ご
と
う
乳（
ち
）レ
シ
ピ
」を

テ
ー
マ
に
し
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
終

審
査
会
が
、
10
月
13
日（
日
）に
三
芳
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
地
産
地
消
運
動
の
一

環
と
し
て
位
置
付
け
、
市
内
の
小
中
学
生

を
含
む
個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
１
５
０
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
飲
食
店
や
商
工
関
係
者
な
ど

７
人
の
審
査
員
に
よ
る
書
類
審
査
で
上
位

10
作
品
を
選
出
し
、
実
食
に
よ
る
公
開
審

の
か
き
揚
げ
&
か
ま
す
の
チ
ー
ズ
と
大
葉

の
は
さ
み
揚
げ
」大お

お
や矢
千ち
な
つ夏（
富
浦
中
２

年
）、「
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
入
り
バ
ジ
ル

風
味
の
ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
」小こ

し
ば
り
ょ
う
た
ろ
う

柴
遼
太
郎

（
富
浦
中
３
年
）

【
審
査
員
特
別
賞
】

「
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
」今い

ま
し
き
と
も
か

敷
倫
佳（
七
浦
小

５
年
）、「
南
房
総
食
材
の
ケ
ー
ク
サ
レ
」石い

し

井い
れ
い
じ

礼
治（
富
浦
中
１
年
）、「
新
里
芋
の
ふ
わ

ふ
わ
団
子
」
安あ

ん
ざ
い
う
た

西
詩（
富
浦
中
１
年
）、

「
バ
ー
ニ
ャ
・
フ
ォ
ン
デ
ュ
」岩い

わ
た
あ
つ
し

田
篤
司

査
を
行
っ
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
富
山
中

３
年
の
和わ

だ田
愛あ
い
か加
さ
ん
の
地
元
酪
農
家
が

作
っ
た
チ
ー
ズ
を
使
用
し
た「
チ
ー
ズ
in

な
す
み
そ
バ
ー
グ
」が
み
ご
と
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、「
手
軽
に
一
般
家
庭
で
作

れ
、
弁
当
や
惣
菜
と
し
て
商
品
化
で
き
そ

う
」「
隠
し
味
の
味み

そ噌
が
よ
か
っ
た
」な
ど
、

使
用
し
た
食
材
の
相
性
と
味
付
け
に
工
夫

が
感
じ
ら
れ
、
普
及
性
が
あ
る
と
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
ほ
か
に
、
優
秀
賞
３
点
と

審
査
員
特
別
賞
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
書
類
審
査
で
は
分
か
ら
な
い
工
夫
や
苦

労
が
伝
わ
っ
て
き
た
」「
ど
れ
も
素
晴
ら
し

く
、
賞
を
選
ぶ
の
が
難
し
い
」と
い
ず
れ

の
作
品
も
ア
イ
デ
ア
・
個
性
・
創
意
工
夫

に
あ
ふ
れ
、
ま
さ
に
甲
乙
つ
け
が
た
い
作

品
ば
か
り
で
し
た
。

　

ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
応
募
順
）

【
優
秀
賞
】

「
牛
乳
ハ
ン
バ
ー
グ
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
」野の

む
ら村

茉ま

い衣（
富
浦
中
１
年
）、「
５
種
類
の
夏
野
菜

（
富
浦
中
１
年
）、「
牛
乳 

な
す 

あ
じ 

の

し
ょ
う
が
し
ょ
う
ゆ
あ
え
」鎌か

ま
た田
恵え

り璃（
富

浦
中
３
年
）、「
ま
る
ご
と
カ
ボ
チ
ャ
グ
ラ

タ
ン
」根ね

が
た形
奈な

な々

（
富
浦
中
３
年
）

　

今
月
号
か
ら
入
賞
作
品
の
レ
シ
ピ
を
連

載
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
入
賞

作
品
を
商
品
化
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
資
源
再
生
課

　
　

☎
33
―
１
０
７
３

　

自
分
で
が
ん
ば
っ
て
考
え
て
作
っ
た

の
で
選
ば
れ
て
嬉
し
い
で
す
。
す
べ
て

南
房
総
市
産
の
食
材
を
使
い
、
食
べ
や

す
い
大
き
さ
に
し
た
、
ご
飯
が
進
む
お

か
ず
で
す
。

　

食
べ
や
す
く
一
口
サ
イ
ズ
に
す
る
と

こ
ろ
や
、
な
す
を
折
る
か
挟
む
か
ど
ち

ら
に
す
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
な
す
を

挟
む
と
形
が
崩
れ
や
す
く
な
り
、
折
っ

た
方
が
食
べ
や
す
く
崩
れ
ま
せ
ん
。

　

夏
休
み
か
ら
家
で
何
回
も
作
り
、
家

族
に
何
度
も
試
食
し
て
も
ら
い
、
一
番

い
い
味
を
作
り
ま
し
た
。

第
5
回「
南
房
総
食
材
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
賞
者
発
表

表彰式の様子

最優秀賞　和
わ だ

田愛
あい

加
か

さん
「チーズinなすみそバーグ」

受
賞
コ
メ
ン
ト
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地産地消運動2013の
料理コンテスト
入賞作品です

～料理コンテスト入賞作品～第1回
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総
食材使用南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ

【材料】（6人分） 【材料】（1人分）
なす 4 本、玉ネギ 1 個、豚ひき肉 250g、

リコッタチーズ 100g、みそ 大さじ 3、砂

糖 大さじ 3、酒 小さじ 2、塩・こしょう  

少々

《飾り》しそ、トマト　適量

《甘辛みそ》みそ 大さじ 1、砂糖 大さじ 1、

酒　小さじ 1/2、豆
　とうばんじゃん

板醤  少々

①　 なすを斜め薄切りにし、熱したフライ

パンに油を少々ひき、両面を焼く。

②　 みじん切りにした玉ネギとひき肉、み

そ、砂糖、酒、塩・こしょうを入れて

こねる。

③　 ①に②とリコッタチーズを乗せて半分

に折り、アルミホイルを敷いた天板に

油を塗り、200℃のオーブンで 8分焼

く。

④　 ③を盛り付け、しそ、トマトで飾りつ

ける。お好みで甘辛みそをつけて食べ

てもOK!!

牛乳 700ml、酢 100ml

《ミートソース》玉ネギ 1/4 個、ひき肉 

30g、ピーマン 1 個、なす 1 本、ミニト

マト 6 個、ケチャップ 適量、塩・こしょ

う　少々、長ネギ 少々

牛乳ハンバーグ（A）

①　 牛乳を鍋の中に入れ火を入れる。鍋の

周りに泡が出てきたら、酢を入れ軽く

混ぜ、分離してきたら火を止め、ザル

でこす。

②　  ①の形を整えて、フライパンで焼く。

ミートソース（B）

③　玉ネギをあめ色になるまで炒める。

④　 ③にひき肉、ピーマン、なすを入れ、

さらに炒める。

⑤　 ④にミニトマト、ケチャップを入れ、

塩・こしょうで味を調える。

⑥　 （A）に（B）をかけ、最後に長ネギを

乗せる。

最優秀賞作品

和田　愛加さん（富山中 3年）
「チーズ in なすみそバーグ」

優秀賞

野村　茉衣さん（富浦中 1年）
「牛乳ハンバーグミートソース」

【作り方】
【作り方】
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市
内
に
あ
る
幼
稚
園
の
入
園
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

※ 

幼
稚
園
の
統
合
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か

ら
、
千
倉
地
区
の
４
園（
七
浦
・
忽
戸
・
朝

夷
・
健
田
）は
千
倉
幼
稚
園
と
な
り
ま
す
。

入
園
該
当
者

【
年
少
児
】平
成
21
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

【
年
長
児
】平
成
20
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※ 

す
で
に
在
園
し
て
い
る
園
児
は
、
申
し
込
み

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

幼
稚
園
入
園
対
象
児
に
は
、
教
育
委
員
会
か

ら
通
知
し
ま
す
。
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
幼

稚
園（
千
倉
地
区
に
つ
い
て
は
統
合
前
の
そ
れ

ぞ
れ
の
幼
稚
園
）へ
幼
児
と
一
緒
に
行
き
、
入

園
願
と
入
園
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

転
入
な
ど
に
よ
る
年
度
途
中
の
入
園
を
希
望

す
る
場
合
は
、
子
ど
も
教
育
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

　

子
ど
も
教
育
課 

　
　

 　

☎
46
―
２
９
６
６

平
成
26
年
４
月
か
ら
の

市
立
幼
稚
園
へ
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

受付期間 幼稚園 受付場所  受付時間

12 月 18 日（水）
   ・

12 月 19 日（木）

富浦幼稚園 南房総市富浦町青木４１

14：30
～

16：00

富山幼稚園 南房総市市部２５０

三芳幼稚園 南房総市谷向５０

白浜幼稚園 南房総市白浜町白浜３０６１

七浦幼稚園 南房総市千倉町大川６３８

忽戸幼稚園 南房総市千倉町忽戸２５０

朝夷幼稚園 南房総市千倉町南朝夷１４００

健田幼稚園 南房総市千倉町瀬戸１６１６

南 幼 稚 園 南房総市安馬谷２０４３

丸 幼 稚 園 南房総市石堂３１２

和田幼稚園 南房総市和田町仁我浦８６

南三原幼稚園 南房総市和田町下三原３５８

受付期間・場所・時間



52013年11月号　

入
室
対
象
者　

　

市
の
幼
稚
園
に
就
園
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
幼
児

①
保
護
者
が
昼
間
、
労
働
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
庭
で
適
切
な
保
護
を
受

け
ら
れ
な
い
。

②
保
護
者
や
家
族
が
病
気
ま
た
は
看

護
の
た
め
、
家
庭
で
適
切
な
保
護
を

受
け
ら
れ
な
い
。

※ 

定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
入
室
審

査
が
あ
り
ま
す（
申
し
込
み
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

※ 

現
在
入
室
し
て
い
る
幼
児
で
、
引

き
続
き
入
室
を
希
望
す
る
場
合
も

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

　

申
込
書
、
印
鑑
、
必
要
書
類
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
、
必
要
書
類
は
子
ど
も
教

育
課
、
各
受
付
場
所
幼
稚
園
に
あ
り

ま
す
。

必
要
書
類

・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
表

　

預
か
り
保
育
室
入
室
に
あ
た
り
、

子
ど
も
の
状
況（
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
）

を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

保
育
時
間 

・ 

平
日（
朝
）　

午
前
７
時
30
分
か
ら

　

預
か
り
保
育
室（
富
浦
預
か
り
保
育

室
、
富
山
預
か
り
保
育
室
、
三
芳
預

か
り
保
育
室
、
千
倉
預
か
り
保
育
室
）

の
入
室
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

午
前
８
時
30
分
ま
で

・ 

平
日（
夕
）　

幼
稚
園
終
了
後
か
ら

午
後
６
時
ま
で

・ 

春
・
夏
・
冬
休
み　

午
前
７
時
30

分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

・ 

そ
の
他（
幼
稚
園
行
事
の
代
休
日
）

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま

で
保
育
料　

・
毎
日
コ
ー
ス（
月
額
）　

　
　

朝　

３
０
０
０
円

　
　

夕　

１
万
２
０
０
０
円　
　

　
　
（
８
月
は
１
万
８
０
０
０
円
）

・
週
３
日
コ
ー
ス（
月
額
）　

　
　

朝　

１
８
０
０
円

　
　

夕　

７
２
０
０
円

　
　
（
８
月
は
１
万
１
０
０
０
円
）

・
１
日
コ
ー
ス（
月
10
日
ま
で
）

　
　

朝　

１
５
０
円

　
　

夕　

６
０
０
円

　

※
１
日
コ
ー
ス
は
日
額
で
す
。

　

※ 

長
期
休
暇
中（
春
休
み
・
夏
休

み
・
冬
休
み
）は
、
日
額
１
千
円

で
す
。

　

※ 

保
育
料
は
、
お
や
つ
代
を
含
み

ま
す
。

　

　

子
ど
も
教
育
課 

　
　

 　

☎
46
―
２
９
６
６

☆ 働いている保護者などの家庭を支援し、子どもたちの降園後や幼稚園の休み期間

中の生活の安全と健全育成を図る場所です。

☆ 多くの友だちと指導員とともに、遊びを中心として保護者が迎えにくるまで過ご

します。

「預かり保育室」ってどんなところ？

平
成
26
年
４
月
か
ら
の

預
か
り
保
育
室
入
室
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

受付期間 預かり保育室 受付場所   受付時間

12月 18日（水）
  ・

12月19日（木）

富浦 富 浦 幼 稚 園

14：30
～

16：00

富山 富 山 幼 稚 園

三芳 三 芳 幼 稚 園

千倉 健 田 幼 稚 園

受付期間・場所・時間
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　環境ポスターと環境標語を募集したところ、ポスターは６７７点、標語は５２４点の応募がありました。
　ご応募いただいた皆さん、ありがとうございました。
　入賞者は次のとおりです。（敬称略）

環境ポスター・環境標語の巡回展示
　環境ポスターと環境標語の入賞作品を各地区で展示します。力作をどうぞご覧ください。入賞作品を
掲載した「エコライフカレンダー２０１４年版」を、１２月下旬から市役所本庁、朝夷行政センター、各
地域センターの窓口などで配布します。

環境ポスター

◆最優秀賞

◆特別賞　

　市長賞

　教育長賞　

　環境審議会長賞

◆優秀賞

　４年生の部　 

　５年生の部

　６年生の部

◆優良賞　　　　　

新
あら

井
い

　愛
まな

香
か

（千倉中２年）

石
いし

井
い

　琉
る な

月（丸山中１年）

高
たか

木
ぎ

　美
み か

佳（千倉中２年）

小
こ

島
じま

　愛
あ み

美（丸山中１年）

白
しらふじ

藤　直
なお

人
と

（富浦中２年）

鎌
かま

田
た

　恵
え り

璃（富浦中３年）

野
の

村
むら

　蒼
そう

太
た

（千倉中３年）

清
し

水
みず

あかり（千倉中１年）

平
ひら

野
の

　智
とも

也
や

（千倉中２年）

能
のうじゅう

重　暢
なが

世
せ

（富浦小６年）

義
ぎ

道
どう

　希
き ほ

歩（白浜小４年）

高
たかはら

原　彩
さ き

希（三芳小６年）

川
かわむら

村紅
こ は る

葉瑠（白浜小６年）

神
かんさく

作　綾
あや

乃
の

（三芳小４年）

小
お

滝
だき

　真
ま

澄
すみ

（三芳小５年）

小
こ

池
いけ

　彩
あや

佳
か

（白浜小６年）

安
あんざい

西　　愛
まな

（富浦小５年）

川
かわ

名
な

　春
はる

花
か

（富山小５年）

白
しらかわ

川かや子
こ

（三芳小６年）

宇
う

山
やま

　日
ひよ り

和（白浜小６年）

佐
さ く ま

久間夢
め る

見花
か

（七浦小４年）

山
やまぐち

口　正
まさ

留
と

（忽戸小４年）

佐
さ

藤
とう

　　蓮
れん

（朝夷小５年）

関
せき

　　彩
あや

羽
ね

（健田小４年）

御
み こ

子神
がみ

美
みさ き

咲（南　小４年）

三
さんぺい

幣　蒼
あお

彩
い

（丸　小６年）

間
ま

宮
みや

　創
そう

太
た

（和田小６年）

鈴
すずき

木　寛
かん

大
た

（南三原小５年）

地区 期　　 間 場　　 所 地区  期　　 間  場　　 所

和田 11月 8日（金）～ 11月14日（木） 和田地域センター 三芳 12月 6日（金）～ 12月12日（木） 三芳農村環境改善センター

丸山 11月15日（金）～ 11月21日（木） 丸山地域センター 富山 12月13日（金）～ 12月19日（木） 富山地域センター

千倉 11月22日（金）～ 11月28日（木） 千倉保健センター 富浦 12月20日（金）～ 12月26日（木） とみうら元気倶楽部

白浜 11月29日（金）～ 12月 5日（木） 白浜地域センター

環境標語

◆最優秀賞

◆優秀賞

◆優良賞

入賞者の皆さん（石井市長、上野副市長、
三幣教育長、青木環境審議会長と記念撮影）



72013年11月号　

　

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会『
き
ず
な
』

で
は
、
日
本
で
唯
一
、
料
理
の
神
様
を

祀ま
つ

る
高た
か
べ家
神じ
ん
じ
ゃ社
を
活
用
し
て
、
地
場
産

品
の
育
成
や
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
た

推
奨
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
千
倉
地
区
の
活
性
化

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
千
倉
地
域
づ

く
り
協
議
会『
き
ず
な
』に
お
い
て
、
高

家
神
社
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
部
会「
高
家
学
ぼ

う
会
」が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
産
品
」は
、
南
房
総
市
産

の
原
材
料
を
用
い
た
も
の
や
、
市
内
で

製
造
加
工
さ
れ
た
も
の
の
中
で
高
家
学

ぼ
う
会
が
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
た
も
の

を「
ふ
る
さ
と
産
品
」と
し
て
推
奨
し
、

庖
丁
式
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ー

ル
を
貼
り
付
け
る
制
度
で
、
市
の
観
光

資
源
で
も
あ
る
高
家
神
社
と
、
市
内
の

優
れ
た
産
品
を
合
わ
せ
て
市
内
外
へ
広

く
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
も
の
で
す
。

　

９
月
25
日
ま
で
の
募
集
期
間
に
千
倉

地
区
の
６
業
者
か
ら
13
品
の
申
請
が
あ

り
、
審
査
会
の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の「
ふ
る
さ
と
産
品
」に
推
奨
さ

れ
た
13
品
に
は
、「
ふ
る
さ
と
産
品
推
奨

品
シ
ー
ル
」（
6.0
㎝
×
5.5
㎝
も
し
く
は
3.5

㎝
×
3.2
㎝
）を
貼
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、「
ふ
る
さ
と
産
品
推
奨
品
販
売
店

の
ぼ
り
旗
」（
60
㎝
×
１
８
０
㎝
）を
店

頭
な
ど
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
産
品
推
奨
申
請
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

   

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会『
き
ず
な
』

　

事
務
局　

☎
44
―
１
１
１
３

「
ふ
る
さ
と
産
品
」推
奨
品
が

決
定
し
ま
し
たふるさと産品推奨品シールふるさと産品推奨品

販売店のぼり旗

№ 品　名 製　造　者 商　　　　　　品　　　　　　概　　　　　　要

1
 モンテカフェの
「珈琲豆（高家ブレンド）」
　900円（180g）

モンテカフェ
千倉町大川446-1
☎ 28-5572

鮮度にこだわり、注文を受けてから珈琲生豆をその場で焙煎しています。
「高家ブレンド」は、料理の神様を祀る高家神社にならって、さまざまな料理の食後
の締めに合うように ブレンド・焙煎された珈琲豆です。

2  さんすい漬物の「しょうがみそ」
　400円

（有）さんすい漬物
千倉町南朝夷2050
☎ 44-1790

香りが良く、ほどよい辛味の国産生姜を使い、生姜の風味を生かした甘辛い味噌です。
ご飯のお供に、こんにゃくや生きゅうりに付けても、また、野菜炒めに混ぜてもお
いしいです。

3  さんすい漬物の「飯上生
しょうが
姜」

　350円

（有）さんすい漬物
千倉町南朝夷2050
☎ 44-1790

おかか（鰹節）と香りが良く、ほどよい辛味の房州生姜を使ったふりかけです。
ご飯のお供に、おにぎりの具に、また、冷ややっこ、チャーハン、焼うどんなどに
まぶしてもおいしいです。

4  さんすい漬物の「飯上ひじき」
　350円

（有）さんすい漬物
千倉町南朝夷2050
☎ 44-1790

おかか（鰹節）と房州産ひじきを使ったふりかけです。
ご飯のお供に、おにぎりの具に、また、冷ややっこ、チャーハン、焼うどんなどに
まぶしてもおいしいです。

5  さんすい漬物の「からしきゅうり」
　200円（2本）

（有）さんすい漬物
千倉町南朝夷2050
☎ 44-1790

朝どりした千倉産のきゅうりのからし漬けです。
パリッとした食感とほんのりからし風味が最高です。

6
 みつばちワークの
「あわびストラップ」680円と
「あわびネックレス」980円

みつばちワーク
千倉町牧田82-3
☎ 28-5782

千倉産のあわびの貝殻をひとつひとつ丁寧に磨いた手作りのストラップとネックレ
スです。

7
 越紋商店の
「房総自家製いか塩辛」
　500円

（有）越紋商店
千倉町平舘679
☎ 44-1227

調味料や酸化防止剤などの食品添加物はいっさい含まず、南房総産のいかと塩のみ
で作る塩辛です。 
いかは、お刺身でもいただける朝とれたての鮮度抜群のものを使用しています。

8
 越紋商店の
「房総地魚天日干し干物セット」
　1,000円～4,000円

（有）越紋商店
千倉町平舘679
☎ 44-1227

干物は、近海の地魚鮮魚を使い、職人が１枚１枚丁寧に手作り加工しました。
干物の乾燥は、機械の冷風乾燥はいっさい使わず、完全天日干しの旨みたっぷりの
干物です。

9
 羽山商店の
「南房総千倉名産かわはぎ」
　600円

（有）羽山商店
千倉町忽戸530
☎ 44-0560

国内産の生のウマヅラハギを使い、天日干しにこだわって製造している千倉で唯一
のかわはぎです。
「生かわはぎ」は、クセがなくてさっぱりとした味で、 「焼かわはぎ」は、かわはぎを
火にかけることで香ばしさをいっそう引きたたせています。

10

 羽山商店の
「南房総千倉名産鰹けずり節」
350円
（3袋購入の場合は、3袋で1,000円）

（有）羽山商店
千倉町忽戸530
☎ 44-0560

千葉県産の鰹を使用し、全ての工程を手作業で製造している鰹節です。
けずり節は、そのまま食べても鰹の風味が口いっぱいに広がります。
江戸時代に「土佐の与市」により、鰹節の製法が千倉に伝えられ、千倉産の鰹節は一躍有名と
なりましたが、現在は千倉で鰹節を製造しているのは、この羽山商店だけです。

11
 スズ市水産の
「天然真鯛・金目鯛西京味噌漬」
　4,000円

スズ市水産
千倉町南朝夷1193-12
☎ 44-0662

国産の天然真鯛と金目鯛を使用した上品な甘みが特徴の西京味噌で丹念にしっかり
と漬け込みました。
凝縮された旨味をご堪能いただけます。
味噌漬けを解凍し、魚焼きグリルなどで焼いてお召し上がりください。

12
 スズ市水産の
「天然黒あわび煮貝」
　8,000円（200g）

スズ市水産
千倉町南朝夷1193-12
☎ 44-0662

南房総産の最も良質な天然黒あわびを厳選し、熟練の技で仕上げた煮貝です。
そのままスライスして召し上がれます。また、炊きあがったごはんに、あわびを細かくきざん
でよく混ぜ合わせると「あわび炊き込みご飯」のできあがりです。

13
 スズ市水産の
「天然あわび海女の味噌焼き」
　8,000円（2個）

スズ市水産
千倉町南朝夷1193-12
☎ 44-0662

南房総産の最も良質な天然あわびを厳選し、独自の味噌と炭焼きで仕上げた味噌焼きです。
そのままスライスして召し上がれます。また、炊きあがったごはんに、あわびを細かくきざんでよく
混ぜ合わせると「あわび炊き込みご飯」のできあがりです。

高
たかべ

家ふるさと産品推奨品認定一覧　　　　　　　　　　　平成25年９月26日認定
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子
ど
も
の
む
し
歯
の
状
況
を
ご
存
じ
で

す
か
。

　

平
成
23
年
度
の
む
し
歯
有
病
者
率
を
み

る
と
、
１
歳
６
か
月
児
か
ら
３
歳
児
ま
で

の
間
で
む
し
歯
に
な
る
お
子
さ
ん
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

乳
歯
は
や

わ
ら
か
く
む

し
歯
に
な
り

や
す
い
た
め
、

き
ち
ん
と
ケ

ア
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

 〈
む
し
歯
の
原
因
〉

　

口
の
中
の
む
し

歯
菌
は
、
糖
を
分

解
し
て
酸
を
つ
く

り
、
こ
の
酸
が
歯

の
表
面
を
溶
か
し

子
ど
も
の
む
し
歯
予
防

乳
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

て
、
む
し
歯
に
な
り
ま
す
。

　

歯
が
生
え
て
、
甘
い
も
の
を
食
べ
る
よ

う
に
な
り
、
む
し
歯
菌
が
住
み
つ
く
よ
う

に
な
る
と
、
む
し
歯
が
で
き
る
条
件
が
そ

ろ
い
ま
す
。

〈
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
〉

１
．
歯
み
が
き

○
４
〜
６
か
月
頃
か
ら

　

お
口
の
ケ
ア
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

・ 

顔
、
口
の
周
り
、
口
の
中
を
触
っ
て
あ

げ
て
、
触
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

・ 
子
ど
も
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
自
分
で
持

た
せ
て
、
歯
ブ
ラ
シ
の
感
触
に
慣
れ
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

・ 

濡
ら
し
た
ガ
ー
ゼ
で
歯
ぐ
き
を
拭
い
た

り
、
食
後
に
お
茶
や
湯
ざ
ま
し
を
飲
ま

せ
て
口
の
中
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

歯
が
生
え
て
き
た
ら
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
で

歯
の
汚
れ
を
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

１
歳
頃（
上
の
前
歯
が
４
本
生
え
た
ら
）

　

仕
上
げ
み
が
き
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

・ 

仕
上
げ
み
が
き
用
の
歯
ブ
ラ
シ（
ヘ
ッ

ド
が
小
さ
く
、
柔
ら
か
め
の
歯
ブ
ラ

シ
）を
用
意
し
ま
す
。

・ 

保
護
者
の
両
膝
の
間
に
仰
向
け
に
寝
か

せ
、
頭
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

・ 

歯
ブ
ラ
シ
は
鉛
筆
を
持
つ
よ
う
に
握

り
、
横
に
細
か
く
動
か
し
て
磨
く
こ
と

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

前
歯
は
歯
の
面
に
直
角
に
歯
ブ
ラ
シ
を

あ
て
ま
す
。
奥
歯
の
裏
側
は
45
度
傾
け

て
あ
て
、
歯し
こ
う垢
が
た
ま
り
や
す
い
歯
と

歯
ぐ
き
の
間
も
し
っ
か
り
磨
き
ま
す
。

・ 

上
の
前
歯
は
、
上
唇
を
め
く
り
、
筋
の

よ
う
な
小
帯
を
指
で
押
さ
え
て
ブ
ラ
シ

が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・ 

歯
と
歯
の
間
は
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
３
歳
頃

　

自
分
み
が
き
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

・ 

自
分
み
が
き
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
用
意
し

て
、
正
し
い
歯
み
が
き
の
方
法
を
教
え

ま
し
ょ
う
。

・ 

食
事
の
後
に
、
歯
み
が
き
を
す
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

＊ 

子
ど
も
が
自
分
で
上
手
に
磨
け
る
よ
う

に
な
る
の
は
小
学
校
中
学
年
位
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
大
人
が
仕
上
げ
磨
き
を
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

２
．
正
し
い
食
生
活

・ 

１
日
３
食
規
則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ

う
。

・ 
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

・ 

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・ 

飲
み
物
は
水
や
麦
茶
な
ど
の
糖
分
を
含

ま
な
い
も
の
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

ジ
ュ
ー
ス
や
イ
オ
ン
飲
料
の
与
え
す
ぎ

は
要
注
意
で
す
。

・ 

お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て
、
１
日
２
回

ま
で
に
。
季
節
の
野
菜
や
果
物
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

・ 

食
べ
た
後
に
は
、
キ
シ
リ
ト
ー
ル
食
品

を
使
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

就
寝
前
の
歯
み
が
き
後
や
、
寝
な
が
ら

の
授
乳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

＊
哺
乳
ビ
ン
む
し
歯
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　   

哺
乳
ビ
ン
で
ジ
ュ
ー
ス
や
イ
オ
ン
飲
料

を
飲
ま
せ
た
り
、
寝
か
せ
な
が
ら
ミ
ル

ク
を
飲
ま
せ
る
と
、
上
の
前
歯
が
む
し

歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
哺
乳
ビ

ン
は
１
歳
半
ま
で
に
卒
業
し
ま
し
ょ

う
。

３
．
定
期
健
診

・ 

１
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
に
２
回
程
度
は

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
む
し
歯

の
有
無
以
外
に
も
、
歯
み
が
き
の
方
法

や
食
事
指
導
な
ど
、
子
ど
も
の
歯
の
状

態
に
あ
っ
た
き
め
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊
フ
ッ
素
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　 

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
く
し
て
、
む
し
歯

菌
の
活
動
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

歯
医
者
さ
ん
で
フ
ッ
素
を
塗
っ
た
り
、
う

が
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
フ
ッ

素
入
り
の
歯
み
が
き
剤
や
洗
口
剤
を
使
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。

むし歯をつくる3要素

むし歯菌 糖分

歯

虫歯

平成23年度むし歯有病者率

40％
30％
20％
10％
0％

千葉県
南房総市

３歳児
健康診査

1歳6か月児
健康診査

21.5％
29.5％

1.0％ 2.1％
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光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

起
業
家
紹
介　

№
６

〝　
　

風
の
道
〞

県
道
86
号
を
館
山
か
ら
白
浜
へ
向
か
い
下
立
松
原
神
社
の

先
を
左
に
曲
が
り
、｢

風
の
道｣
の
小
さ
な
看
板
の
矢
印
を
車

で
進
む
と
農
道
に
な
り
、
さ
ら
に
進
む
と
林
道
に
な
っ
た
。

店（
カ
フ
ェ
）は
、
林
道
に
突
然
の
ぼ
り
旗
が
現
れ
、
左
側
を

見
る
と
お
し
ゃ
れ
な
建
物
だ
っ
た
。

こ
の
先
は
、
白
浜
ダ
ム
ら
し
い
。

お
店
に
着
く
と
、
小
柄
な
経
営
者
の
白
水
と
も
子
さ
ん
（
奥

さ
ん
55
歳
）
と
母
に
良
く
似
た
由
香
さ
ん
（
娘
さ
ん
27
歳
）
が
、

に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
主
人
の
哲
也
さ
ん
（
54
歳
）
は
、
店
の
内
外
装
や
イ
ス
・

看
板
作
成
な
ど
の
担
当
で
、
恥
ず
か
し
が
り
や
（
？
）
の
た
め
、

出
掛
け
て
い
て
不
在
で
し
た
。
店
内
に
は
、
泡
盛
が
た
く
さ
ん
あ

る
な
と
思
い
つ
つ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

…
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

娘
は
、
市
原
市
で
、
私
は
、
沖
縄
で
す
。　

…
い
つ
頃
か
ら
南
房
総
へ
来
ま
し
た
か
？
き
っ
か
け
は
何
で
す

か
？

　

住
み
始
め
て
３
年
で
す
。
白
浜
は
、
沖
縄
に
良
く
似
て
い
て
、

き
れ
い
な
海
や
灯
台
、
花
畑
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
ド
ラ
イ
ブ

に
よ
く
来
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
お
店
の
営
業
は
、
昨
年

の
12
月
か
ら
で
す
。

…
ご
自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
は
？

製
菓
衛
生
師
（
安
全
性
の
高
い
食
品
を
作
る
国
家
資
格
）
の

娘
が
作
る
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
私
が
本
場
仕
込

み
で
作
る
タ
コ
ラ
イ
ス
や
ラ
フ
テ
ー
丼
な
ど
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
も

豆
か
ら
ひ
く
の
で
お
い
し
い
で
す
よ
。

…
お
店
の
宣
伝
は
？

主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
は
人
か
ら
人
へ
の
口
コ
ミ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

…
事
業
の
目
標
や
夢
は
？

お
店
が
地
元
の
お
客
様
に
多
く
利
用
さ
れ
、
観
光
に
来
た
人

が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

人
と
仲
良
く
協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
暮
ら
せ
れ
ば
と
思
い
、
白
浜

の
地
域
づ
く
り
協
議
会
〝
き
ら
り
〞
で
美
化
運
動
な
ど
の
お
手
伝

地
元
の
お
客
様
に
多
く
利
用
さ
れ
、

観
光
に
来
た
人
が
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
ね

い
を
し
た
り
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

５
年
間
市
原
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で
み
っ
ち
り
修
業
し
、
自
分
で

自
由
に
好
き
な
ケ
ー
キ
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
。
沖
縄
に
似
た

素
敵
な
環
境
の
白
浜
に
住
ん
で
沖
縄
料
理
を
紹
介
し
た
い
と
の
思

い
。
田
舎
で
人
と
仲
良
く
協
力
し
な
が
ら
生
活
し
た
い
と
い
う
思

い
。
い
ろ
ん
な
思
い
が
集
ま
っ
て
素
敵
な
お
店
が
で
き
あ
が
っ
た

感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
お
店
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
と

人
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

追
伸
：
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
が

大
き
く
て
ふ
わ
ふ
わ
で
す
。

山
小
屋
カ
フ
ェ　

風
の
道

☎ 

38
―
２
７
３
６

ブ
ロ
グ

h
ttp
:/
/
a
m
e
b
lo
.jp
/

yuntaku-sr311/

山
小
屋

カ
フ
ェ

笑顔をたやさず接客する白水さん親子。旦那さんは、車好きで、
遠方から旧車オーナーが集まることも多い。

1

1２３

2

3

季
節
の
ケ
ー
キ
の
コ
ー
ヒ
ー

セ
ッ
ト

お
店
一
押
し
の
タ
コ
ラ
イ
ス

外
観
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▼
不
動
産
調
査　

所
有
し
て
い
る
不
動
産

を
調
べ
、
換
価
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
、
財
産
が
判
明
し
た
場
合

は
差
押
え
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を

し
、
手
続
き
を
し
ま
す
。

▼
給
与
差
押
え
の
例　

勤
務
先
に
対
し

て
、
毎
月
の
給
料
か
ら
強
制
的
に
天
引
き

を
依
頼
し
ま
す
。

▼
動
産
差
押
え
の
例　

自
宅
な
ど
に
保
有

し
て
い
る
家
財
や
有
価
証
券
、
自
動
車
な

ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

▼
不
動
産
の
差
押
え　

土
地
や
建
物
の
不

動
産
に
つ
い
て
、
法
務
局
に
嘱
託
し
登
記

簿
に
差
押
え
の
登
記
を
し
ま
す
。

　
　
　

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」は
、
毎
年
11
月
11

日
か
ら
17
日
ま
で
の
期
間
、
生
活
に
深
い

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
や
役
割
を
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
と
と
も
に
、
国
や
自
治
体
の
基
本
と

な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
的
に
広
報

活
動
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」を
機
会
に
、
税
務

行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
中
か

ら
、
徴
収
業
務
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
わ
た
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
市
の
将
来
像
で
あ
る「
地
域
で
創

る
魅
力
の
郷
・
南
房
総
」を
実
現
す
る
た

め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
市
が
行
う
そ
れ
ら
の
活
動
の

財
源
の
中
心
と
な
り
ま
す
。
市
税
を
有
効

に
使
う
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

く
行
為
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
税
な
ど
に
未
納
が
あ
る
場
合
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
通
知
が
届
い
た
場
合
は
、
速
や

か
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
滞
納
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
納

税
相
談
な
ど
も
無
い
場
合
は
、
滞
納
処
分

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
と
は
、
財
産
を
調
査
し
、
預

貯
金
や
給
与
の
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
す

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
滞
納
者
本
人
へ

の
事
前
の
通
知
や
同
意
を
必
要
と
せ
ず
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

滞
納
処
分
で
は
、
ま
ず
預
貯
金
、
不
動

産
、
生
命
保
険
、
給
与
な
ど
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

▼
給
与
調
査　

勤
務
先
に
対
し
て
給
料
の

照
会
を
行
い
ま
す
。

▼
預
貯
金
調
査　

ど
こ
の
金
融
機
関
に
口

座
が
あ
る
か
、
残
額
は
い
く
ら
か
な
ど
を

調
べ
ま
す
。

▼
生
命
保
険
調
査　

ど
こ
の
保
険
会
社
と

の
契
約
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
調
べ
ま

す
。

よ
り
納
期
内
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
納
期
限
は
市
税
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
め
忘
れ
の
場
合

で
も
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た

皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
課
せ
ら
れ
ま
す
。
延
滞
金

の
目
安
は
、
１
万
円
の
税
金
を
１
年
間
滞

納
し
た
場
合
、
約
１
３
０
０
円
で
す
。（
平

成
25
年
11
月
１
日
現
在
の
延
滞
金
の
割
合

で
計
算
）

　
　
　
　
　

　

税
金
の
滞
納
が
毎
年
発
生
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

税
金
の
滞
納
は
、
産
業
の
振
興
、
福
祉

や
教
育
の
充
実
と
い
っ
た
市
の
発
展
に
欠

か
せ
な
い
財
源
が
減
る
こ
と
を
意
味
し
、

市
民
生
活
全
体
の
損
失
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
納
税
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
欠

市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

滞
納
処
分
の
流
れ

税
を
考
え
る
週
間
に
つ
い
て

市
税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

滞
納
処
分
の
内
容

滞
納
し
て
い
る
人
に
対
す
る
滞
納

処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す

①
財
産
調
査
を
行
い
ま
す

②
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す



2013年11月号　

に
対
象
住
宅
と
し
て
の
認
定
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
期
間
に
余
裕
を
持
っ
て
、
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

管
理
課

　
　

☎
33
―
１
１
０
２

　

給
料
、
預
貯
金
な
ど
の
債
権
は
、
そ
の

ま
ま
滞
納
の
市
税
に
充
当
し
ま
す
。
動
産

な
ど
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
公
売
で
売
却
し
、
そ

の
代
金
を
滞
納
の
市
税
に
充
当
し
ま
す
。

▼
差
押
え
実
績　

平
成
24
年
度
に
市
が

行
っ
た
差
押
え
件
数
は
70
件
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　

収
入
の
状
況
や
健
康
状
態
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
人

も
い
ま
す
。
事
情
に
よ
っ
て
は
、
分
割
納

付
に
よ
り
、
１
回
の
納
付
額
を
少
な
く
す

る
な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
早
目
に
税

務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
　
　

　

税
務
課 

　
　

☎
33
―
１
０
２
３

11

交
付
対
象
者　

子
育
て
世
帯
の
世
帯
員
、

若
年
者
ま
た
は
市
が
定
め
る
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
住
宅
を
建
て
替
え
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
と
は
、
申
請
す
る
年
度
の

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
15
歳
以
下
の

子
を
持
つ
世
帯
、
若
年
者
と
は
、
満
39
歳

以
下
の
人
で
す
。
耐
震
診
断
を
実
施
し
た

住
宅
を
建
て
替
え
る
場
合
は
世
帯
構
成
・

年
齢
は
不
問
で
す
。

交
付
対
象
住
宅　

安
房
郡
市
内
の
業
者
に

よ
り
建
設
、
ま
た
は
販
売
さ
れ
た
住
宅
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き　

平
成
26
年
度
の
制
度
を
利

用
す
る
場
合
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
１
月
31
日
ま
で
の
間
に
対
象

住
宅
と
し
て
認
定
を
受
け
、
工
事
完
了

（
売
買
に
よ
り
取
得
）後
、
登
記
を
完
了

さ
せ
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
交

付
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

平
成
25
年
度
の
制
度
を
利
用
す
る
場

合（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
交

付
決
定
を
受
け
る
見
込
み
が
あ
る
場

合
）は
、
平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で

一
括
納
付
で
き
な
い
場
合
は
納
税

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い

③
換
価
・
取
立
て
を
し
ま
す

市
税
な
ど
の
納
付
に
は

「
口
座
振
替
」が
便
利
で
す
。

　

税
金
な
ど
の
納
付
に
は
、
確
実
で

安
心
・
便
利
な「
口
座
振
替
」を
お
勧

め
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
市
指
定
の

金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
自
動
車
差
押
え
（
ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）

　

県
は
、
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る

人
に
対
し
、
給
与
な
ど（
給
与
、
預

金
、
自
動
車
）の
差
押
え
を
12
月
か
ら

い
っ
そ
う
強
化
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
が
未
納
の
場
合
は
、
至

急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

館
山
県
税
事
務
所

　
　

☎
22
―
７
１
１
７

　
　

県
税
務
課

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
１
２
７

自
動
車
税　

給
与
な
ど
の
滞
納

処
分
を
強
化

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
住
宅

取
得
奨
励
金
交
付
制
度
の
交
付
対

象
者
お
よ
び
対
象
住
宅
が
変
更
と

な
り
ま
す

種別 申請者 業者区分 奨励金額

A 子育て世帯の世帯員
市内業者

700,000 円

B 若年者 500,000 円

C 子育て世帯の世帯員または若年者 郡市内業者 300,000 円

D 耐震診断の結果、上部構造の総
合評点が 1.0 未満と診断された
住宅を建て替える者

市内業者 500,000 円

E 郡市内業者 300,000 円

※市内業者…市内に本店がある建設業者または販売業者
　郡市内業者…館山市、鴨川市、鋸南町に本店がある建設業者または販売業者
　耐震診断…南房総市木造住宅耐震診断費補助金交付要綱に規定する耐震診断
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市
内
の
公
民
館
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ『
図

書
コ
ー
ナ
ー
』が
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど

も
の
絵
本
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
図
書
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
か
ら
図
書
を
借

り
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

図
書
を
借
り
る
に
は『
図
書
館
カ
ー
ド
』

が
必
要
で
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
場
合
は

公
民
館
お
よ
び
、
市
図
書
館
で
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た

そ
の
場
で
作
成
し
、
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
し
込
み
に
は
、
住
所
な
ど

の
確
認
が
で
き
る
も
の（
免
許
証
・
保
険

証
・
学
生
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

　
『
図
書
館
カ
ー
ド
』は
、
市
内
す
べ
て
の

公
民
館
お
よ
び
図
書
館
で
使
用
で
き
、
一

度
に
５
冊
ま
で
、
２
週
間
ま
で
借
り
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
読
み
た
い
本
が
な
か
っ
た
場
合

は
、
公
民
館
・
市
図
書
館
窓
口
に
置
い
て

あ
る『
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
申
込
書
』に
希

望
す
る
図
書
名
な
ど
を
書
い
て
申
し
込
む

と
、
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
〈
本
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉

　

各
公
民
館
と
図
書
館
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ば
れ
て
お
り
、
他
館
に
あ
る
図
書

を
、
最
寄
り
の
公
民
館
に
届
け
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
約
者
に
は
、
図
書

の
用
意
が
で
き
次
第
、
ご
連
絡
を
し
ま

す
。

　

ま
た
、
図
書
館
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に

新
刊
本
を
購
入
し
て
お
り
、
各
公
民
館
に

も
配
本
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
、
予
約
を
受
け
た
図
書

が
、
公
民
館
お
よ
び
図
書
館
に
な
い
場
合

は
、
図
書
館
が
県
内
各
公
立
図
書
館
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、
希
望
図
書
を
取

り
寄
せ
、
予
約
者
に
貸
し
出
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

自
宅
ま
で
図
書
を
宅
配
す
る『
図
書
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
』も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
図
書
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館

　『
図
書
コ
ー
ナ
ー
』

の
紹
介

 ☎　40－1120
Fax 40－1130

南房総市図書館から

①：図書の予約
④：図書の受け取り
返却は、近くの公民館ま
たは市図書館、どこでも
結構です。
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富山公民館（図書コーナー）

丸山公民館（図書コーナー）

三芳農村環境改善センター
（三芳公民館図書コーナー）

とみうら元気倶楽部
（富浦公民館図書コーナー）

和田コミュニティセンター
（図書コーナー）

白浜公民館（図書コーナー）

〒 299-2292
南房総市久枝 327
電話　57-2511

〒 299-2512
南房総市岩糸 2489
電話　46-4031

〒 294-0813
南房総市谷向 109-1
電話　36-4114

〒 299-2403
南房総市富浦町
　　　原岡 88-2
電話　33-3411

〒 299-2703
南房総市和田町
　　　仁我浦 206
電話　47-2710

〒 295-0102
南房総市白浜町
　　　白浜 2951
電話　30-5140

蔵書数：７，０５４冊

蔵書数：９，６０２冊

蔵書数：９，０１９冊

蔵書数：７，５４０冊

蔵書数：４，９１８冊

蔵書数：９，３８７冊

開館時間
午前9時～午後５時

休館日
年末年始および蔵書点検期間

※蔵書数については、H25.9.18 現在
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10
月
５
日（
土
）、
安
房
農
協
本
店
で「
第

14
回
安
房
郡
市
乳
牛
共
進
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
地
区
の
共
進
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
50

頭
の
中
か
ら
、
年
齢
や
出
産
経
験
の
有
無
に

よ
り
８
部
門
に
分
け
て
審
査
が
行
わ
れ
、
第

８
部
優
等
賞
の
池
田
美
香
さ
ん
の
グ
ラ
イ
ン

タ
フ　

ノ
マ
ド　

ピ
ー
チ
ェ
号
が
名
誉
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
乳
牛
の
中
で
、
市

か
ら
は
、
学
校
枠
の
県
立
安
房
拓
心
高
等
学

校
を
含
め
７
頭
が
県
共
進
会
に
出
場
し
ま

す
。
こ
の
う
ち
１
頭
は
受
精
卵
移
植
に
よ
る

事
業
を
活
用
し
て
産
ま
れ
た
乳
牛
で
す
。

　

各
部
の
県
共
進
会
出
場
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

１
部　

優
等
賞
２
席　

池
田
美
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
地
区
）

２
部　

優
等
賞
２
席　

田
山　

穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
地
区)

３
部　

優
等
賞
１
席　

小
柴
絢
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
地
区)

４
部　

優
等
賞
２
席　

吉
野
謙
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
地
区)

６
部　

優
等
賞
２
席　

安
藤
真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
芳
地
区)

７
部　

優
等
賞
２
席　

安
藤
真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
芳
地
区)

８
部　

優
等
賞
１
席（
乳
器
賞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
美
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
地
区
）

14

　

10
月
２
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ

の
ぼ
の
」で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
94

人
、
同
伴
者
95
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

０
才
か
ら
４
才
の
年
齢
別
に
組
み
分
け
を

し
て
、
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
か
け
っ
こ
・

ハ
イ
ハ
イ
で
は
、
ま
だ
歩
け
な
い
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
が
ゴ
ー
ル
の
お
母
さ
ん
を
目
指
し
て
一

生
懸
命
ハ
イ
ハ
イ
を
し
て
い
く
姿
が
、
と
て

も
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

運
動
会
の
最
後
に
は
、
が
ん
ば
っ
た
子
ど

も
た
ち
全
員
に
金
メ
ダ
ル
の
授
与
が
あ
り
ま

し
た
。

　

９
月
24
日（
月
）、
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
、
ケ
ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
石
井
智
也
さ

ん（
和
田
地
区
出
身
）が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

石
井
さ
ん
は
、
10
月
か
ら
ケ
ニ
ア
の
リ
フ

ト
バ
レ
ー
州
へ
派
遣
と
な
り
、
現
地
の
公
立

養
護
学
校
で
障
害
児
・
障
害
者
支
援
の
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

高
校
在
学
中
に
特
別
支
援
学
校
で
行
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
大

学
・
大
学
院
と
進
学
す
る
中
で
障
害
者
教
育

に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
派
遣
に
際
し
て
石
井
さ
ん
は
、「
子

ど
も
た
ち
の
自
立
に
向
け
た
支
援
や
、
現
地

の
障
害
者
教
育
の
改
善
に
取
り
組
み
、
自
分

の
で
き
る
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
き
た
い
」と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

石
井
市
長
は
、「
若
い
人
が
挑
戦
し
、
世
界

を
舞
台
に
社
会
貢
献
す
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
な
が
ら

現
地
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

   

み
ん
な
、
が
ん
ば
っ
た
!!

　

 
 

ほ
の
ぼ
の　

う
ん
ど
う
か
い

    青
年
海
外
協
力
隊
員
が
市
役
所

を
訪
問

ま
ち
の
話
題　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ハイハイ　じょうず♪

 

優
秀
牛
を
競
う
郡
市
乳
牛
共
進
会

　

 

名
誉
賞
に
和
田
地
区
の
池
田
さ
ん

名誉賞のウラインタフ　ノマド　ピーチェ号と池田さん
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暖
房
器
具
の
使
用
に
あ
た
り
、
消
費
者

庁
な
ど
に
発
煙
・
発
火
な
ど
の
事
故
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
事
故
の
事
例
と
ア
ド
バ
イ
ス

・
電
気
あ
ん
か
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
あ

ん
か
が
焦
げ
、
ふ
と
ん
、
毛
布
な
ど
が
こ

げ
た
。

　

↓
し
ば
ら
く
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
器

具
は
、
収
納
中
に
コ
ー
ド
が
断
線
し
、
危

険
な
場
合
も
あ
る
の
で
今
冬
初
め
て
使
う

時
な
ど
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
中
、
そ
の
周
り

を
焼
損
す
る
火
災
が
発
生
し
た
。

　

↓
暖
房
器
具
は
、
周
囲
の
物
へ
の
引

火
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
発
煙
・
発
火

に
よ
り
、
火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
こ
た
つ
で
衣
類
を
乾
燥
さ
せ
て
い

た
と
こ
ろ
火
災
が
発
生
し
た
。

　

↓
電
気
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
を
乾
か
し

た
り
、
掛
け
布
団
な
ど
が
ヒ
ー
タ
ー
部
に

触
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
湯
た
ん
ぽ
を
カ
バ
ー
に
入
れ
て
使
用

中
に
低
温
や
け
ど
を
負
っ
た
。

　

↓
湯
た
ん
ぽ
や
電
気
毛
布
な
ど
を
、
体

の
同
じ
所
に
長
時
間
当
て
て
い
る
と
、
低

温
や
け
ど
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

暖
房
器
具
の
使
用
に
用
心
を
！

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑮

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
使
用
製
品
の
リ
コ
ー

ル
情
報
な
ど
を
、
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

お
電
話

く
だ
さ
い

なんでもアリさ！②
感謝祭（サンクスギビング） Thanksgiving

　日本に来てから、ある表現をよく耳にします。雑
誌やテレビで何度も「日本人らしくない、スッとした
鼻」や「日本人らしくないスマートな体系」、と「日本
人らしくない」外見を絶賛する言葉です。褒め言葉な
のでしょうが、同時に自分の文化をけなす言葉にも
聞こえ、私はどうしても複雑な気持ちになります。

　実は、漆黒の髪や小柄
さなど、外国にいるとア
ジアの「美」をうらやまし
く思う人もいるのです。
ですが、なぜそれをけな
すような表現が頻繁に使
われるのでしょうか。

　人間は自分に無いもの
を欲しがるとよく言いますが、それはなんだかもっ
たいない気がするのです。アメリカでは１１月に「サ
ンクスギビング」という祝日があり、自分が恵まれて
いる事に感謝をする時です。ぜひ皆さんも今月自分
に無いものより、ある物に目を向け、感謝の気持ち
を表現してみましょう！

  Since coming to Japan, there is one particular 
phrase that I hear often. Magazines and TV shows 
frequently make comments such as “a tall, un-
Japanese nose” or “slender, un-Japanese physique,” 
giving high praise to anything “un-Japanese.” 
Though it is meant to be a compliment, I can’t help 

but get mixed feelings from this 
phrase that is also so critical of 
one’s own heritage
　In reality, there are many people 
overseas that are envious of jet 
black hair, or a petit build --- traits 
often character ized as “Asian 
beauty.” Yet, why is this phrase that 
criticizes those same characteristics 
used so frequently?
　It is often said that people want 

what they don’t have, but to me, that seems 
l ike quite a shame. In November in the U.S., 
“Thanksgiving” gives us an opportunity to express 
our thanks for the things we’ve been blessed with. 
So this month, I challenge you to try focusing on the 
things you have as opposed to those you don’t and 
express your appreciation for them.

十人十色の友達　Friends of all shapes and sizes

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127
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対
象
者　

平
成
25
年
４
月
20
日
時

点
で
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次

の
年
齢
の
人
。

※ 

対
象
者
に
は
、
受
診
の
た
め
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
や
検
診
手
帳

な
ど
を
10
月
下
旬
に
送
付
し
ま

し
た
。
検
診
を
希
望
す
る
人

は
、
健
康
支
援
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ク
ー
ポ
ン
有
効
期
間　

　

11
月
11
日（
月
）か
ら

　

12
月
13
日（
金
）ま
で

申
込
期
限　

12
月
４
日（
水
）

　

　

健
康
支
援
課

　
　

 　

☎
36
―
１
１
５
２

　

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の

作
成
や
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
仕
組
み
や
申
告
書
の
作
成

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

館
山
税
務
署　

　
　

☎
22
―
０
１
０
１

16

『
南
房
総
市 

日
本
一
お
い
し
い
ご

飯
給
食
』出
版

11
月
16
日
よ
り
全
国
書
店
に
て
発
売
!!

　

市
内
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で

提
供
し
て
い
る
学
校
給
食
を
１
冊

の
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年

度
よ
り
週
５
日
間
ご
飯
を
提
供
す

る
完
全
米
飯
給
食
を
進
め
て
お

り
、
今
回「
地
産
地
消
」や「
和
食

中
心
の
献
立
」な
ど
、
本
市
の
こ

だ
わ
り
を
本
に
し
ま
し
た
。
11
月

16
日（
土
）、
全
国
の
書
店
に
並
び

ま
す
。

　

レ
シ
ピ
の
一
例
を
紹
介
す
る

と
、「
菜
の
花
の
か
ら
し
あ
え
」「
ひ

じ
き
ご
は
ん
」な
ど
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
、「
鯨
の
竜
田
揚

げ
」「
と
こ
ろ
て
ん
」な
ど
の
伝
統

  

青
色
決
算
・

　

  

消
費
税
な
ど
の
説
明
会

11月の11月の
10月23日（水）に実施されました
● 「新規就農相談会 in南房総」の開催
● 第5回南房総市産業まつり
● 市内保育所、幼稚園、小・中学校災害時避難所開設、預かり訓練の実施
● 第8回「南房総市教育の日」中央行事
● 日本一おいしいご飯給食を目指して、今年も「給食レストラン、」開店
● 給食本「南房総市　日本一おいしいご飯給食」出版！

　10月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

料
理
、
１
週
間
分
の
１
汁
２
菜
の

献
立
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
シ
ピ
の
ほ
か
に
、
食

材
を
提
供
し
て
い
る
地
元
生
産
者

の
方
々
の
想
い
や
学
校
で
取
り
組

ん
で
い
る
食
農
教
育
の
様
子
な
ど

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
書
店
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

定
価　

本
体
１
２
０
０
円（
税
別
）

　

子
ど
も
教
育
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
６

　

取
引
先
が
突
然
倒
産
し
、
経
営

悪
化
の
危
機
に
直
面
し
た
と
き

に
、
無
担
保
・
無
保
証
人
で
資
金

を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
積
み
立
て
た
掛
け
金
の
10
倍

の
範
囲
内（
最
高
８
千
万
円
）で
、

被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借
り
入

れ
可
能
で
す
。

　

商
工
会
、
青
色
申
告
会
、
金
融

機
関
な
ど
の
窓
口
で
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
―
５
５
４
１
―
７
１
７
１

  

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

　

   （
中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
）

 

大
腸
が
ん
無
料
検
診

お
し
ら
せ

と　き ところ 時　間 内　容

12月4日（水） 千倉保健センター 9:30 ～ 12:00 営業所得・不動産所得
13:30 ～ 16:00 農業所得

12月5日（木） 鴨川市市民会館 9:30 ～ 12:00 営業等所得・不動産所得

12月6日（金） 館山市コミュニ
ティセンター

9:30 ～ 12:00 営業所得・不動産所得
13:30 ～ 16:00 農業所得

12月9日（月） 13:30 ～ 16:00 消費税関係

日程

年　齢 生　年　月　日
40 歳 昭和 47 年 4月 2日～昭和 48 年 4月 1日

45 歳 昭和 42 年 4月 2日～昭和 43 年 4月 1日

50 歳 昭和 37 年 4月 2日～昭和 38 年 4月 1日

55 歳 昭和 32 年 4月 2日～昭和 33 年 4月 1日

60 歳 昭和 27 年 4月 2日～昭和 28 年 4月 1日

大腸がん無料検診の対象年齢

  

市
内
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
給
食
が
本
に
な
り

ま
す
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安
房
農
業
事
務
所
な
ど
の
主
催

に
よ
る
安
房
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
中
で
、
イ
ノ
シ
シ
を
中
心

と
し
た
鳥
獣
被
害
対
策
の
講
演
、

発
表
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

12
月
６
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

そ
の
他　

入
場
無
料

　

安
房
農
業
事
務
所　

　
　

 

企
画
振
興
課　

　
　

☎
22
―
７
１
３
１

　

県
が
実
施
し
て
い
る
ア
カ
ゲ
ザ

ル
防
除
に
つ
い
て
、
捕
獲
状
況
や

生
息
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と
き　

11
月
27
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ　

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

　

農
林
水
産
課

　
　

 

☎
33
―
１
０
７
１

　

久
枝
・
市
部
・
竹
内
・
高
崎
・

小
浦
地
区
を
対
象
と
し
た
津
波
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

12
月
１
日（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分

　

富
山
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

 

☎
57
―
２
５
１
１

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
日
本
赤
十
字
社

の
社
資（
日
赤
の
活
動
資
金
）募

集
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

７
，
２
８
０
，
５
５
０
円

（
１
万
２
，
４
０
３
件
）の
温

か
い
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
社
資
は
、
日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
に
送
金
さ
れ
、
災

害
救
護
活
動
、
地
域
で
の
赤
十

字
奉
仕
団
活
動
な
ど
の
赤
十
字

活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

赤
十
字
の
活
動
を
支
え
て
い

る
の
は
、
社
資
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

で
す
。
今
後
と
も
継
続
し
て
ご

支
援
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
や
会
社
な
ど
の
役

員
が
、
事
業
を
や
め
た
場
合
な
ど

に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を

準
備
し
て
お
く
制
度
で
す
。

　

掛
け
金
が
全
額
所
得
控
除
さ
れ

る
た
め
、
節
税
効
果
も
あ
り
ま

す
。　
　

　

商
工
会
、
青
色
申
告
会
、
金
融

機
関
な
ど
の
窓
口
で
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

   

☎
０
５
０
―
５
５
４
１
―
７
１
７
１

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
実
施

し
ま
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
、「
決
し

て
暴
力
は
許
さ
な
い
」と
い
う
社

会
認
識
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
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小
規
模
企
業
共
済
制
度

 

ア
カ
ゲ
ザ
ル
防
除
説
明
会

 

富
山
地
区
津
波
避
難
訓
練

   「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」

　　　　　　  能重　暢世さん（富浦小６年）

　表紙作品は、市が実施した環境ポスターコンテストで最優秀賞
に選ばれた作品です。
　「ポスターに描いた海岸の風景は、原岡海岸から見た大房岬。こ
れからも残していきたい風景との思いから描きました」
　最優秀賞を受賞した能重君は、「昨年は、優良賞だったので、今
年は、最優秀賞をもらえて大変うれしいです」と語ってくれまし
た。　　　　　

今月の表紙

   

鳥
獣
被
害
対
策
の
講
演

が
あ
り
ま
す

   

平
成
25
年
度 

日
赤
社

資
募
集
の
お
礼
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母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
調

査
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ち
ば
エ
コ
チ
ル
調
査
事
務

局（
国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学
予

防
医
学
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
４
３
―
２
９
０
―
３
９
２
０

（
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

ち
ば
エ
コ
チ
ル
調
査
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://cpm
s.chiba-u.jp/

kodom
o

　

未
来
あ
る
子
ど
も
の
豊
か
で

健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に
、
地

域
に
お
い
て
会
員
同
士
の
子
育

て
に
協
力
で
き
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
過

ご
せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

妊
婦
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

環
境
省
に
よ
る
エ
コ
チ
ル
調

査「
子
ど
も
の
健
康
と
環
境
に
関

す
る
全
国
調
査
」が
、
南
房
総
市

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
チ
ル
調
査
と
は
、
身
の

ま
わ
り
の
化
学
物
質
な
ど
が
子

ど
も
の
健
康
に
お
よ
ぼ
す
影
響

を
調
べ
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
全
国
調
査
で
、
千
葉
県

で
は
千
葉
大
学
が
調
査
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
全
国
10
万
人
の

妊
婦
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
の
中
に
い
る

と
き
か
ら
13
歳
に
な
る
ま
で
、

定
期
的
に
健
康
状
態
を
調
べ
て

い
き
ま
す
。

　

調
査
参
加
者
に
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
検
査
の
結
果
や
研
究
成
果

な
ど
、
お
子
さ
ん
や
ご
両
親
の

健
康
管
理
に
役
立
つ
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
に
関
す
る
相
談
や
専
門
機
関

へ
の
紹
介
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
募
集
期
間
は

来
年
３
月
末
ま
で
。

活
動
内
容　

・ 

保
育
所
へ
の
送
迎
・
時
間
外

の
預
か
り

・ 

冠
婚
葬
祭
や
学
校
行
事
の
際

の
預
か
り

・ 

買
い
物
な
ど
外
出
の
際
の
子

ど
も
の
預
か
り

※ 

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り

ま
す
。

支
援
の
対
象
年
齢

・ 

生
後
３
か
月
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で

申
込
要
件

・ 

市
内
在
住
で
育
児
の
援
助
活

動
に
意
欲
と
熱
意
の
あ
る
健

康
な
人
で
あ
れ
ば
資
格
・
年

齢
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

・ 

お
子
さ
ん
の
い
る
人
で
も
で

き
ま
す
。

・ 

子
ど
も
の
好
き
な
人

・ 

育
児
経
験
を
生
か
し
た
い
人

・ 

自
分
の
子
ど
も
に
友
達
を

作
っ
て
あ
げ
た
い
人

・ 

空
い
た
時
間
を
有
効
に
使
い

た
い
人

・ 

後
日
、
活
動
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
基
礎
研
修
会
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

・ 
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
子
ど
も
教
育
課
ま

18

11月の11月の

有料広告

  

子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
る
人
を
募
集

 

生
涯
大
学
校
学
生
募
集

  

ち
ば
エ
コ
チ
ル
調
査
に
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

総人口（－32）
41,777人
男（－14）
20,013人
女（－18）
21,764人
世帯数（＋8）
17,346世帯

出生 18人

死亡 60人

転入 85人

転出 75人

人口の動き（平成25年11月1日現在）

（　）内は前月比※外国人住民を含みます。

た
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
申

込
書
は
、
子
ど
も
教
育
課
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。）

申
込
締
切　

11
月
30
日（
土
）

　

　

　

子
ど
も
教
育
課　

　

☎
46
―
２
９
６
６

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
40
―
５
１
１
１

　

県
生
涯
大
学
校
で
は
、
来
年
度

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
生

涯
大
学
校
は
県
内
に
５
学
園
６
校

ぼ
し
ゅ
う
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八や
つ
か束
の
青
木
山
の
山
中
に
、「
一い
っ
せ
ん
ば

戦
場
」と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
は
、
天
文
３
年（
１
５
３
４
年
）４
月
６
日
に
起
き
た
里
見
一
族
の
犬

掛
合
戦
の
と
き
、
敗
れ
た
義
豊
方
の
家
臣
・
福
原
丹
後
守
が
従
者
と
宮
本

城
に
退
く
途
中
、
追
手
と
戦
い
を
交
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

丹
後
守
は
、
無
双
の
勇
士
で
、
犬
掛
合
戦
に
は
義
豊
の
殿で

ん
ぐ
ん軍（
し
ん
が

り
の
軍
）に
加
わ
り
、
義よ

し
た
か堯
方
の
軍
勢
を
相
手
に
最
後
ま
で
戦
っ
て
い
ま

し
た
が
、
い
よ
い
よ
味
方
が
総
崩
れ
に
な
っ
た
た
め
、
宮
本
城
へ
退
こ
う

と
上
滝
田（
三
芳
）の
水み

ず
く
み汲
戸ど

と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
山
中
に
入
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
激
し
い
疲
労
の
た
め
歩
み
が
の
ろ
く
、
た
ち
ま
ち
追
手
に
追

い
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

丹
後
守
は
、
従
者
た
ち
と
死
に
も
の
狂
い
で
戦
い
、
追
手
を
退
散
さ
せ

ま
し
た
が
、
自
ら
も
深
手
を
負
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。　

　

目
指
す
宮
本
城
は
ま
だ
遠
く
、
辿

り
着
く
こ
と
は
も
う
で
き
ま
せ
ん
。

観
念
し
た
丹
後
守
は
、
む
か
し
行ぎ

ょ
う
き基

菩ぼ
さ
つ薩
が
護ご

ま摩
を
焚た

い
た
と
い
う
仏
ほ
と
け

森も
り

の
石せ
っ
く
つ窟
に
入
る
と
、
静
か
に
座
し
、

稲
村
城
に
落
ち
た
大
将
の
義
豊
が
無

事
で
あ
る
よ
う
祈
り
な
が
ら
自
刀
し

て
果
て
ま
し
た
。

第 91話
生稲謹爾

「一戦場」

青木山

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

舎
が
あ
り
、
館
山
市
内
に
南
房
学

園
が
あ
り
ま
す
。

資
格　

県
内
に
住
む
55
歳
以
上
の

人
（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）

定
員
・
修
業
年
限(

南
房
学
園)

地
域
活
動
学
部　

50
人
・
２
年

造
形
学
部
園
芸
コ
ー
ス 

70
人
・
１
年

造
形
学
部
陶
芸
コ
ー
ス 

25
人
・
１
年

入
学
金　

無
料

授
業
料
（
年
額
）

地
域
活
動
学
部   

１
万
５
０
０
０
円

造
形
学
部
園
芸
コ
ー
ス 

２
万
７
０
０
０
円

造
形
学
部
陶
芸
コ
ー
ス 
５
万
４
０
０
０
円

※ 

授
業
料
の
ほ
か
に
教
材
費
な
ど

の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

入
学
案
内
の
配
布　

健
康
支
援

課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
南
房

学
園
事
務
局
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送

希
望
者
は
、
返
信
用
封
筒
（
宛
名

を
記
入
し
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
角
２
封
筒
）
を
同
封
し
て
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

　

11
月
８
日
（
金
）
か
ら

　

12
月
27
日
（
金
）
ま
で

　

　
〒
２
６
０
―
０
８
０
１

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
６
６
２

―
２
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

☎
０
４
３
―
２
６
６
―
４
７
０
５

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
救
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

名
称　

シ
リ
ア
人
道
危
機
救
援
金

　

 

通
信
欄
に
「
シ
リ
ア
救
援
」
と

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
番
号　

０
０
１
１
０
―
２
―

５
６
０
６

加
入
者
名　

日
本
赤
十
字
社

期
限　

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

方
法　

郵
便
振
替
（
送
金
手
数
料

は
無
料
）

注
意
事
項　

受
領
証
を
希
望
の
人

は
、「
受
領
証
希
望
」
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

 　

日
本
赤
十
字
社

　
　

 

千
葉
県
支
部
振
興
課 

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

  

シ
リ
ア
人
道
危
機
救
援
金

　

  

募
集
期
間
延
長

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う

10
月
号　

お
わ
び
と
訂
正

　

10
月
10
日
（
木
）
発
行
の
広

報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
10
月
号
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

○
５
ペ
ー
ジ
、
三
芳
小
学
校
の

授
業
公
開
（
フ
リ
ー
参
観
）
の

日
時

（
誤
）
11
月
16
日
（
土
）

（
正
）
11
月
15
日
（
金
）



2013年11月号

　
「
里
山
の
会
」
は
、
富
山
地
区
の
平
久
里
中
区
に
住
む

60
歳
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
し
て
い
る
団
体
で
、
平
成

17
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
平
久
里
川
沿
い
や
伊
予
ヶ
岳
、
そ

し
て
『
平
群
の
富
士
山
』
と
呼
ば
れ
る
神
奈
備
山
な
ど
の

景
観
づ
く
り
で
、
桜
の
木
の
植
栽
、
荒
廃
農
地
や
山
林
な

ど
を
活
用
し
た
自
生
の
山
菜
、
山
野
草
の
育
成
・
管
理
を

行
い
な
が
ら
、地
域
の
自
然
公
園
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
予
ヶ
岳
の
南
側
斜
面
、
約
30
ア
ー
ル
に
地
域

の
人
か
ら
い
た
だ
い
た
彼
岸
花
を
植
え
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
毎
年
秋
に
な
る
と
、
青
空
と
伊
予
ヶ
岳
の
山
に
加
え
、

赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
映
え
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
山
百
合
や
二
輪
草
な
ど
の
群
生
地
で
も

あ
り
、
将
来
的
に
は
、
花
に
関
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
や
マ
ッ

プ
な
ど
の
作
成
に
よ
り
、
来
訪
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な

げ
、里
山
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

里
山
の
会

　
　

代
表　

長
谷
川
光
夫

　
　

☎
58
―
０
５
４
９

20

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
11
月
号

平
成
25
年
11
月
14
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

情
報
推
進
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
６

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

　

〜
里
山
の
会
〜

　
　
　
　
　

代
表　

長
谷
川
光
夫　

会
員
６
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

伊予ヶ岳南側の彼岸花

メンバー


